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政党が長期間持続するためには 

      どんなことが必要なのか？ 

例年、政党交付金が支給される関係から

年末になると新しい政党を立ち上げる動き

が出てきます。私の所属している民主党は

１９９８年の結成ですが、そのとき以来、

日本の政党で存続しているのは民主党のほ

かに自民党、公明党、共産党、社民党の合

計５党しかありません。１つの政党を長期

間、維持・持続させていくのは大変なので

す。まず、この政党運営のことにふれる前

に私が国会議員になった経緯を改めてご紹

介しておきましょう。 

  

●通勤中に偶然目にした民主党の公募記事 

大学卒業後、日本鋼管（現在のＪＦＥス

チール）に入社し、１４年間製造業の社員

として働いた後、３８歳でソニー生命に転

職しました。 

 この生保会社は新宿にあったので実家の

ある北本から新宿まで電車で毎日通勤して

いたのですが、今から１５年ほど前の１９

９９年春のある日、偶然、政治面の下のほ

うに「民主党が候補者を公募している」と

いう小さな記事が目に留まりました。それ

を読んで、これも何かの縁かもしれないし、

候補者公募を通して今の自分がどう評価さ

れるのか知りたいとも思って、応募するこ

とにしたのです。 

 課題の小論文を送ったのは３月３１日の

締切日ぎりぎりになってからでしたが、当

時は日本経済にもまだバブル後遺症が残っ

ており、多くの企業がリストラを進めてい

ました。サラリーマンには大変な時代だっ

たのです。そんな社会状況もあって私が書

いた小論文も「雇用対策」がテーマでした。 

  

●サラリーマンの貴重な経験を持って政界に 

 小論文による書類選考で５６４人の応募

者中１００人の合格者に残りました。国会

議員による面接でも合格し、最終的な公募

合格者５０人のなかに入ることができたの

です。この５０人は候補者として一定の水

準を満たしているという事です。同年６月

頃、埼玉県選出の参議院議員から直接、「埼

玉県から衆議院選挙に立候補する気があれ

ば面接に来ませんか」という電話を頂き、

それで指定の日時に面接会場に行きました。
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気象台を訪問しました。埼玉県
でも竜巻が発生し被害が生じま
した。自然災害への備えを万全
にするために、予報精度の向上
と行政機関の連携が重要です。 
  

 

1956 年埼玉県生まれ。きたもと幼稚園、中丸小学校、北本中学校、京華高等学校、早稲田大学法学部卒業。鉄鋼会社にて 14 年間勤
務。その後、生命保険会社にて営業職を 5年間勤める。2000年 6月に民主党公募候補として衆議院初当選。元内閣府副大臣。前総務
副大臣。2012年 12月 5期目当選。内閣委員会委員、科学技術・イノベーション推進特別委員会委員、国家安全保障特別委員会委員。 
 



地方議員の皆さんの面接を受けた結果、４

人の候補者のうちで選ばれたのが私でした。 

 そして翌２０００年６月、民主党公認候

補として衆議院総選挙に立候補し、４３歳

の初挑戦で衆議院議員になることができた

のです。この選挙では１７人の民主党公募

候補が立候補したのですが、当選したのは

私も含めて３人でした。以後５回の総選挙

を経て同じ３人のなかで衆議院議員として

残っているのは私だけになっています。 

 あのとき、偶然、公募の新聞記事を読ん

でいなければ、おそらくそのままサラリー

マン生活を続けていたでしょう。衆議院議

員になるまで私は製造業で１４年間、保険

会社で５年間、サラリーマンとして勤めた

ことになります。国会を見渡してみても私

のような長いサラリーマン経験を持つ議員

はほとんど見当たりません。 

  

●個性的な議員を束ねるための信頼関係 

 私は公募というシステムによって政治の

世界に入ることになりましたが、そもそも

普通に暮らしているほとんどの方は政治家

になろうとは思わないでしょう。したがっ

て政治家を目指すのは自己主張が極めて強

い一方で世の中を良くしたいという改革の

エネルギーを持った人だと思います。言い

換えれば、組織のなかで仕事をすることが

窮屈に感じられるような人が政治家を目指

すということです。実際に議員になってい

るのもそのような人たちであり、しかも議

員の仕事はまさに自分の信念を主張するこ

とにほかなりません。そんな議員の集団を

まとめていこうというのですから、政党が

議員を束ねるのはものすごく大変です。 

 もっとも、政党にも成長の過程というも

のがあります。発足したばかりの新政党は

個人商店のようなものです。創業者の大活

躍で事業を拡大させていくと、それに応じ

て規模も大きくなっていきます。となると

今度は個人商店から組織で動く企業へと変

わっていく必要があって、幹部となる人材

を増やし、次代の経営を担う後継者も育て

ておかなければなりません。それらがうま

くいけば個人商店から上場企業（政権を狙

える政党）へと成長を遂げていくことがで

きるのです。 

政党が育つためには数々の試練を積み重

ねながら互いの信頼関係を深め、個性的な

議員を束ねる知恵を蓄えて行く必要があり

ます。そうした政党同士が切磋琢磨し、国

民の信託を得て国政を担うようになります。 

  

●相反する考えを忍耐強くまとめ上げる 

 さて、もはや共産主義か資本主義かとい

うようなイデオロギーの時代ではありませ

ん。我が国の運営に関しても政党によって

根本的な違いはなくなっています。政党内

にはさまざまな個性や能力の人材が豊富に

いたほうが望ましいのではないでしょうか。

多様な立場の意見を議論し汲み上げること

で多角的な論点が整理されて、政策も安定

したものになります。政党にとって必要な

のは、相反する考えを忍耐強くまとめ上げ

る社風ではないかと思うのです。なお、私

が他党も含めて政治家間の合意形成を図る

際には会社生活で培われた本音を見抜く能

力と忍耐力が大いに助けとなっており、か

つてサラリーマンとして仕事ができたこと

にいつも感謝しています。 


